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令和２年度　i－Construction講座

　　　　　　高知県技術管理課

高知県におけるICT活用工事について



高知県のICT活用工事の実施状況
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ＩＣＴ活用工事の実施状況（高知県）

・ＩＣＴ活用工事の実績は毎年増加している
・工種は土工，舗装工で実績がある
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ＩＣＴ活用工事の対象件数（高知県）

・西部の四万十町事務所～宿毛事務所の件数が少ない
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ＩＣＴ活用工事の対象件数（高知県）

・須崎土木、安芸土木、宿毛事務所で対象工事件数が多い
・件数が多い事務所と少ない事務所でばらつきが大きい
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ＩＣＴ活用工事の実施件数（高知県）

・実施件数は現時点では０～２件と少ない
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ＩＣＴ活用工事関連の研修状況（高知県）

研修名 対象 内容 Ｈ３０年 Ｒ元年 Ｒ２年

11月10日～13日
ICT活用工事
発注者研修

発注者
積算～

監督・検査

２回
４２名

４回
６９名

11月24日～25日
i-Construction講座

施工者
経営者

先進事例
の講演

施工事例
の発表等

３回
１５３名

３回
１３０名

２回
１１０名
(予定)

12月1日～12月17日
ＩＣＴ技術研修会

施工者
技術者

３次元設計
データ作成

講習

３回
１０５名

３回
５４名

５回
１３０名
（予定）

・ＩＣＴ活用工事に必要な知識やスキルをフォロー
・地域間での温度差を解消し、県下全域への普及拡大



高知県のICT活用工事の対象工事
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ＩＣＴ活用工事の対象工種（高知県）



ICT活用工事試行要領

土工第３条、舗装工第２条（対象工事）

◆ ＩＣＴ土工
   【対象工事】下記工種において、1,000ｍ3 以上の土工量を含む工事

◆ ＩＣＴ舗装工
   【対象工事】下記工種において、2,000m2以上の舗装工を含む工事

◆ ＩＣＴ舗装工(修繕工)
  【対象工事】下記工種において、3,000m2以上の舗装工を含む工事

舗装工、付帯道路工
アスファルト舗装工、半たわみ性舗装工、排水性舗装工、
透水性舗装工、ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工、コンクリート舗装工

河川土工、海岸土工、砂防土工 掘削工、盛土工、法面整形工

道路土工 掘削工、路体盛土工、路床盛土工、法面整形工

レベル２工種(擁壁工等) 作業土工
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☑

舗装工
切削オーバーレイ工



ICT活用工事試行要領

地盤改良工第３条、法面工第３条（対象工事）

◆ ＩＣＴ地盤改良工
   【対象工事】工事工種体系ツリーにおける下記の工種を含む工事

◆ ＩＣＴ法面工
   【対象工事】下記工種にかかる請負工事費の設計金額が10,000 千円以上の工事
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河川土工、海岸土工
路床安定処理工、表層安定処理工、固結工（中層混合処
理）、固結工（スラリー撹拌工）

道路土工
路床安定処理工、固結工（中層安定処理）、固結工（スラ
リー撹拌工）

☑

人力施工による植生工 植生マット工、植生シート工、植生筋工、筋芝工、
張芝工、人工張芝工、市松芝工、植生穴工

機械播種施工による植生工 植生基材吹付工、客土吹付工、種子散布工

モルタル吹付工 モルタル吹付工

コンクリート吹付工 コンクリート吹付工

現場吹付法枠工 現場吹付法枠工



ICT活用工事試行要領

浚渫工第２条、基礎工第２条、ブロック据付工第２条（対象工事）

◆ ＩＣＴ浚渫工
   【対象工事】工事工種体系ツリーにおける下記の工種を含む工事

◆ ＩＣＴ基礎工
   【対象工事】工事工種体系ツリーにおける下記の工種を含む工事

◆ ＩＣＴブロック据付工
   【対象工事】工事工種体系ツリーにおける下記の工種を含む工事

浚渫工
ポンプ浚渫工、グラブ浚渫工、硬土盤浚渫工、岩盤浚渫工、
ﾊﾞｯｸﾎｳ浚渫工
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☑

基礎工 基礎捨石、捨石本均し、捨石荒均し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

基礎工 被覆ブロック据付、根固ブロック据付
消波ブロック据付＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  



令和２年度ICT（土工）の主な改定内容
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項目 改定前 改定後

対象工種 河川土工、海岸土工、砂防
土工、道路土工

河川土工、海岸土工、砂防土
工、道路土工、作業土工

間接工事
費の補正

　３次元出来形管理等の施
工管理及び３次元データの
納品に要する費用は、間接
工事費に含まれることから別
途計上しない。

　３次元座標値を面的に取得
する機器を用いた出来形管理
及び３次元データ納品を行う場
合は、共通仮設費率、現場管
理費率に補正係数を乗じる。

　それ以外のＩＣＴ活用工事（土
工）実施要領に示された出来
形管理の経費は、補

正係数を乗じない共通仮設費
率及び現場管理費率に含まれ
る。



ICT活用工事（土工）積算要領（国土交通省）

　以下の１）～５）又は完成検査直前の工事竣工段階の地形について面管理に
準じた出来形計測を実施した場合に補正する。

　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
　２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　３）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　４）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　５）上記１）～４）に類似する、その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

　【積算方法】
　　実施状況を確認の上、設計変更時に共通仮設費率、現場管理費率に以下
の補正係数を乗じるものとする。

　　・共通仮設費率　補正係数： 1.2

　　・現場管理費率　補正係数： 1.1　　※小数点第３位四捨五入２位止め
　　

共通仮設費
現場管理費

３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来
形管理等を行う場合における経費
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ＩＣＴ活用工事の従来方法との違いと効果
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項目 従来方法 ＩＣＴ活用工事

３次元
起工測量

測量の基礎知識が必要
２人で測量
測定結果の計算が必要
場合により追加測量が必要

測量の基礎知識は不要
１人で測量が可能
測定結果の計算は不要
データ編集で追加測量は不要

３次元設計
データ作成

図面を立体視するスキルが必要

→設計図の照査は経験値による

ＰＣにより専門スキルは不要

→問題点の見える化

ICT建設機械

による施工
丁張の設置が必要
位置出し・施工指示する監督が必要
　→　随時、位置出しが必要

丁張の設置は不要
オペの施工判断が可能
　→　手待ち時間の減少

３次元出来
形管理等の

施工管理

測定結果の計算が必要
管理資料は測点毎で必要
現場でのマーキングが必要

測定結果の計算は不要
管理資料は計測範囲で可能
任意計測が可能

　現場監督の作業量が軽減，若手の人材育成，オペの手待の解消
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　まずは、内製化チャレンジ型を試してみませんか？？　

①測量及びﾃﾞｰﾀ作成費用
　３次元起工測量及び３次元設計データの作成
に要する費用は、受注者から見積書等の提出を
受け、設計変更で計上します。

②成績評定での加点
　ＩＣＴ活用工事を達成した場合は、「創意工夫」
項目で0.8点加点評価されます。

【　ＩＣＴ活用工事の特典　】

（問合せ先）
　高知県　土木部　技術管理課　設計基準担当
　E-Mail：170601@ken.pref.kochi.lg.jp
　TEL：088-823-9826　/　FAX：088-823-9263

【　未経験の不安　と　体験後の実感　】

未経験の不安 体験後の実感

施工規模
小規模では採算性が
合わない

従来方法に戻ること
が厳しい

初期投資
初期費用の負担が厳
しい

初期投資はソフトの
150万円程度で開始

技術者
技術者の育成が難し
い

１回の経験でそこそこ
慣れる

ＰＣ・デジカメ・ＣＡＤも最初は不安だった
慣れた後に手放すことが本当に可能？

【　ＩＣＴ活用工事の人役削減効果の一例　】

起工
測量

３Ｄ
設計 施 工

出来形
管理

出来形
検測

電 子
納 品 合 計

従来方法 ３ ５ ３ ６ ４ ６ ２７

ＩＣＴ施工 ２ ５ ２ ４ ２ ４ １９

削減効果 －１ ０ －１ －２ －２ －２ －８

＜ＩＣＴ活用工事　概要＞ 
請負代金額：約８，７００万円,工種 ：ＩＣＴ土工, 施工量：約２，１００m3 単位：人役 『内製化チャレンジ型』でICT

活用工事を始めよう！
やってみないと分からない！　

特典のあるときに
↑スキルアップ↑
ノウハウ積んで
↑ステップアップ↑

事例では
約３割削減

　※ ＩＣＴ活用工事の制度詳細は裏面 にあり ※
　高知県独自制度として、令和２年３月にＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）の
施工者希望型の１つとして、「内製化チャレンジ型」を創設してます。

①
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施工者
希望型

内製化
チャレンジ型

積算方法
(R2.10.19以降)

①３次元
起工測量

必須
(外注可)

必須
(外注可) 見積計上

②３次元設計
データ作成

必須
(外注可)

内製化必須
(自ら作成) 見積計上

③ＩＣＴ建設機械
による施工

必須
(外注可)

任意
(外注可) ＩＣＴ歩掛

④３次元出来形
管理等の施工管理

必須
(外注可)

任意
(外注可)

諸経費率計上
(面管理の実施状
況により一部補正)

⑤３次元データ
の納品

必須
(外注可)

必須
(外注可)

諸経費率計上
(面管理の実施状
況により一部補正)

　まずは、内製化チャレンジ型を試してみませんか？？　

【施工者希望型と内製化チャレンジ型の違い】

【ＩＣＴ活用工事の実績件数　】
ＩＣＴ

土　工
ＩＣＴ

舗装工 合　計

Ｈ29年度～
Ｒ元年度 ２３ ５ ２８

※工事費割合（令和２年６月末時点）
　　実施工事の約１／４ が５千万円未満 
により実施済

（問合せ先）
　高知県　土木部　技術管理課　設計基準担当
　E-Mail：170601@ken.pref.kochi.lg.jp
　TEL：088-823-9826　/　FAX：088-823-9263

【　発注者の感想　】

【　ＩＣＴ活用工事のイメージ図　】

＜監督職員＞
　従来方法と比べて出来形確認が、
　　1/5程度に省力化できる。

＜検査職員＞
　出来形管理の結果とばらつきを一
目見て確認出来るので、分かり易い。

施工と施工管理は、
従来方法でも可能！！

５千万円未満の工事でも、
実施効果があり！

※ ＩＣＴ活用工事の実施効果は表面 にあり ※

県の規模に応じて、
独自の制度を創設！！

　高知県独自制度として、令和２年３月にＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）の
施工者希望型の１つとして、「内製化チャレンジ型」を創設してます。

②



ICT技術導入≠生産性向上（単にICT技術を導入しても生産性向上できるとは限らない）

ICT活用工事実施≠目的（ICT活用工事を実施する自体が目的となっていないか？）

ICT技術を使えばどのような現場でも効果が得られるわけではない。

現場環境や施工条件によっては、ICT技術の活用がかえって非効率となる場合もある。

　ＩＣＴ活用工事のポイント＜目的を明確にする＞

ICT活用の目的設定

品質の向上

コスト削減 省人化 安全性向上

働き方改革
中長期的な成長

企業イメージ戦略
知識の蓄積

工期短縮

どのような目的でICT活用工事を実施するのか
目的に沿った手段にはどのようなものがあるのか

活用事例・要領類・ICT技術の特徴・経営資源などを考慮し

目的に応じた最適なICT活用計画を促す

例
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　ＩＣＴ活用工事のポイント＜生産性向上　　　　無理なICT活用　　　　＞

トータルステーション等

管理断面：20ｍ

管理断面：20ｍ

管理断面：20ｍ

管理断面間隔よりも
狭い範囲

ICT活用工事に関する要領類には、適した技術、適した範囲への活用ができるように記載されている。

ICTを無理やり活用するのではなく、生産性向上ができる技術、手法を選択することが大切。

高知県：ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）試行要領より 

【他に下記のような現場の場合など】

・すぐ作業に入る必要がある（面計測するために
は伐採・除草等が必要になり時間を要するため）
・狭隘な現場

・広くなく、起伏の少ない現場

・伐採・伐根ができない（斜面崩壊の危険性）

工期に余裕
がないのに
どうしよう…

3次元起工測量において例

無理なICT活用は不要！従来からある技術でも目的達成できる！！

施工者の身近にあるTSを使
用した起工測量も、ICT活用
工事として認められている

賛成‼ 反対‼　
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